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はじめに

　　平成２８年５月
小鹿野町長　福　島　弘　文

国内の政治経済情勢は、円安や原油安を受けて企業収益が増加

し、設備投資が増加するなど景気は緩やかに回復基調になってき

ています。しかし、中国経済や新興国経済の減速による景気の下

振れなど、国内景気が下押しされるリスクがある中、平成２９年

４月に消費税率を１０％に引き上げる動きも景気の変動要因とな

ることから、まだまだ予断を許さない状況となっております。

また、合併団体への交付税の特例措置である合併算定替が、本

町においても、平成２８年度から段階的に減少していくこととな

ります。

このように、先行き不透明な経済財政状況下ではありますが、

交付税などの依存財源の割合が大きい本町では、こういった国の

動向などに注視しながら予算編成に努めているところでございま

す。

平成２８年度予算においては、普通建設事業で平成２７年度に

引き続き、継続費として学校給食センターの建設及び町営武道場

の建設をするための予算を措置するとともに、町道や橋梁の改修

など生活環境の整備、防火水槽の建設・消防積載車の購入など住

民が安全・安心な生活ができるよう予算を計上いたしました。

「小鹿野町まち・ひと・しごと創生総合戦略」については、新

規事業及び既存事業の拡充など、目標実現に向けた施策について

意を配したところでございます。

また、秩父広域水道事業に対する新規の負担金や病院事業に対

する運営費の補助金を増額するなど、地域住民に密接に関係する

事業についても、配慮したところでございます。

合併特例債の発行期限が平成３２年度に迫る中、選択と集中に

より効果的な投資を行っていくことが重要なことと考えた上での

予算編成であります。

引き続き皆様方のご支援とご協力をお願い申し合上げ、発行に

当たっての挨拶といたします。

町の花

セツブンソウ

町の木

モミジ
町の鳥

ウグイス
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会　　　計　　　名 予　　　算　　　額

一般会計 　７２億８，４００万円 １．４％

国民健康保険特別会計 　１８億４，２８８万５千円 △２．５％

後期高齢者医療特別会計 　　２億６，１５２万２千円 △４．７％

介護保険特別会計 　１８億２，６４７万３千円 △３．２％

浄化槽設置管理等特別会計 　　１億４，６００万円 △６．３％

病院事業会計 　１５億８，６３８万４千円 １．１％

国民宿舎事業会計 　　３億０，９３７万６千円 ２５．９％

合　　　　　　　　計 １３２億５，６６４万円 △２．６％

●年金生活者等支援臨時福祉給付金事業

   高齢者世帯の年金も含めた所得全体の底上げを図る観点から、所得の少ない高齢者等を対象に年金

生活者等支援臨時福祉給付金を実施します。

【支給対象者（一部対象外の方もいます）】

○高齢者向け給付金

   平成２７年度臨時福祉給付金（簡素な給付措置）の支給対象者のうち、平成２８年度中に６５歳以上と

なる方

○障害・遺族年金受給者向け給付金

   平成２８年度臨時福祉給付金（簡素な給付措置）の支給対象者のうち、障害基礎年金又は遺族基礎

年金を受給している方

【支給額】

   支給対象者１人につき　３万円

前年度対比

地方交付税

2,755,000千円

37.8%

町税

1,256,498千円

17.3%

町債

900,400千円
12.4%

国庫支出金

525,418千円

7.2%

県支出金

347,158千円

4.8%

使用料及び

手数料

196,278千円

2.7%

諸収入

172,624千円

2.4%

その他

1,130,624千円

15.5% 民生費

2,057,153千円

28.2%

教育費

1,474,514千円

20.2%総務費

826,548千円

11.3%

衛生費

811,704千円

11.1%

公債費

689,760千円

9.5%

消防費

388,860千円

5.3%

土木費

367,768千円

5.0%

商工費

290,003千円

4.0%

農林水産業費

268,852千円

3.7%

議会費

81,105千円

1.1%

その他

27,733千円

0.6%

歳出

平成２８年度小鹿野町予算の概要

歳入

一般会計歳入歳出予算構成比

国の補正予算に伴う平成２７年度からの繰越事業

全会計予算規模

3



-１　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

居住環境

担当：建設課

主な経費 財源内訳
　測量設計費　　　　８５０万円
　点検業務　　　１，９５０万円
　工事費　　　１０，１００万円

担当：建設課

主な経費 財源内訳
　測量設計費　１，２４０万円
　除雪等委託料　　７１０万円
　工事費　　　２，２６０万円

担当：産業振興課

主な経費 財源内訳
　測量設計費　　　　９５万円
　工事費　　　１，９５０万円

担当：住民課 担当：住民課

主な経費 主な経費
　負担金　　　　３，２８３万円 　負担金　　　　７，５０５万円
財源内訳 財源内訳

　国の交付金を活用し町道及び橋梁の整備を行います。今年度は、町道９９号線・１３号線の舗装、
飯田橋外9橋の修繕工事及び風殿大橋外１橋の設計等を行います。

　平成２８年４月から水道事業が広域化となりまし
た。水道料金も統一されたので、町では、生活に影
響が出ないよう、値上がりの差額分を負担すること
により、住民生活への負担を軽減します。

　今年度は、主に日蔭入支線、中尾線の舗装工事、中尾線の改良工事を行います。

　今年度は、町道１７８号線の改良など４路線の改良や舗装を行います。

　老朽化した火葬場の新築工事を行っており、平
成２８年度に完成予定となっています。町では、こ
の建設事業にも負担金を負担しています。

１ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備

国県支出金
412

地方債
830

一般財源
823

国県支出金
6,640

地方債
5,080

一般財源
1,180

地方債
1,710

その他
376

一般財源
4,452

一般財源
7,505

一般財源
3,283

道整備交付金事業：９，９５０万円、社会資本整備交付金事業：２，９５０万円

町道維持管理事業：２，２３２万円、町道整備事業：４，３０６万円

森林管理道改良事業：４４５万円、森林管理道舗装事業：１，６２０万円

広域市町村圏組合負担金（斎場分）

３，２８３万円

広域市町村圏組合負担金（上水道分）

７，５０５万円

主な施策

○町道等の改修については、橋梁の修繕を中心に行い、住民の利便性の確保と災害

時等にも安心して通行できる道路として整備します。

○秩父広域市町村圏組合で運営している新火葬場が平成２８年度に完成します。

また、水道事業も広域化され水道局として運営されます。
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-１　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

　 担当：総合政策課

主な経費
　補助金　　　　　６５０万円
財源内訳

　 担当：おもてなし課 　 担当：総合政策課

主な経費 主な経費
　バス運転委託料　　２，９８９万円 　補助金　　　　２，６００万円
　工事費　　　　　　　　６００万円
財源内訳 財源内訳

担当：建設課
　

財源内訳

主な経費
　修繕費　　　　　３００万円
　工事費　　　２，０００万円

　町営バスは地域住民・観光客の足として、重要な
公共交通機関です。今年度は老朽化したバスの車
庫のシャッターを修繕します。

　地域乗合バス路線の確保のため、西武観光バス
の志賀坂線及び倉尾線の運行に対して、助成を
行っています。

　下小鹿野・小鹿野・伊豆沢・長若地域において、
乗合タクシーの運行を行い、町民の移動手段の確
保に努めます。
　運賃は１人１回３００円です。

　町内に３４３戸ある町営住宅の、修繕等を行いま
す。今年度は、坂戸団地の外壁修繕工事や老朽
化した町営住宅の解体工事等を行います。

一般財源
650

国県支出金
486

一般財源
2,114国県支出金

800

地方債
600

その他
883

一般財源
2,973

バスターミナル

乗合タクシー

乗合タクシー、町営バス、西武観光バス

（倉尾線・志賀坂線）では、７７歳以上の方

は、無料でご利用いただけます。

優待券が必要な方は、おもてなし課まで

ご連絡ください。

国県支出金
700

地方債
700

その他
995

地域公共交通確保事業：６５０万円

町営住宅修繕事業：２，３９５万円

町営バス運行事業：５，２５６万円 過疎バス対策事業：２，６００万円
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-１　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

　 担当：衛生課 　 担当：衛生課

主な経費
　工事費　　　　　４，４１７万円
　公債費　　　　　３，２７０万円 主な経費
財源内訳 　修繕費　　　　　　２，４０１万円

　収集運搬等委託料　３，５００万円
財源内訳

自然環境

担当：おもてなし課

主な経費 財源内訳
　維持管理委託料　　　　１，１０３万円
　工事費　　　　　　　　　　３００万円

担当：産業振興課

主な経費 財源内訳
　補助金　　　　　　３００万円

　自然環境を保護するため合併処理浄化槽の設
置を推進するとともに、適切な維持管理を行ってい
きます。

　し尿及び浄化槽・生活雑排水等の汚泥を効率的
に処理するための施設の維持管理費です。毎年、
各種設備の修繕等を実施し、施設の適切な管理に
努めています。

　四阿屋山を中心とした両神国民休養地、両神山を中心とした秩父多摩甲斐国立公園、丸神の
滝、二子山、四季の道など小鹿野町自然公園内の維持管理、整備等を行います。
　今年度は、日尾城跡ハイキング道の整備、丸神の滝への看板設置を行います。

　再生可能エネルギーの活用と環境保全推進のため、住宅用太陽光発電設備の設置者へ一部助成しま
す。（１件５万円）

国県支出金
2,589

地方債
2,960

その他
4,751

町繰入金
4,300

国県支出金
648

その他
138

一般財源
1,235

一般財源
309

その他
3,964

一般財源
6,653

衛生センター し尿処理施設

丸神の滝 両神山

自然公園管理事業：２，０２１万円

再生可能エネルギー推進事業：３０９万円

浄化槽設置管理等特別会計

１億４，６００万円

衛生センターし尿処理事業

１億６１７万円

主な施策

○日尾城跡へのハイキングコースを整備します。

○住宅用太陽光発電設備設置者へ助成します。

二子山
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-１　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

安全な暮らし

　 担当：住民課

主な経費 財源内訳
　電気料　　　　４４１万円
　修繕費　　　　１８７万円
　借上料　　　　　８６万円

　 担当：総務課 　 担当：総務課

主な経費
　工事費　　　　　　９５０万円 主な経費
　負担金　　　　　　６１４万円 　作業衣等購入費　　　　９６２万円
財源内訳 　借上料　　　　　　　　　４７万円

財源内訳

　 担当：総務課

担当：総務課

主な経費 主な経費
　修繕費　　　　　　　２５６万円 　消耗品　　　　　　２５７万円
　備品購入費　　　２，０２６万円 　委託料　　　　　　１９０万円
財源内訳 財源内訳

　近年、ゲリラ豪雨などによる予期せぬ土砂災害や
地震が多発しており、当町も例外ではありません。
　非常時に対応するための訓練や備蓄品などを購
入し、万一の非常時に備えます。また、伊豆沢・長
若地区の土砂災害ハザードマップを作成します。

　町には３９台の消防車両がありますが、年々老朽
化した車両が増えており、計画的に更新を行ってい
ます。今年度は、消防積載車２台を更新します。

　住民の安全・安心のために、日頃から熱心に活動
していただいている消防団。今年度は消防操法大
会に出場するための経費を計上したほか、新たな防
寒着をすべての団員に支給します。

　防火水槽と消火栓は、有事の際の消火活動の水
利として重要な役目をしています。今年度も防火
水槽２カ所、消火栓１０カ所の新設又は更新を予
定しています。

　町内各所にある防犯灯は、住民生活に安心を与えるため必要不可欠なものです。
　今年度は町内の全ての防犯灯をLED化します。LED化することにより、電球が長寿命化され、交換頻度が
少なくなるほか、電気代も節約されますので、環境への負荷も軽減されます。

一般財源
714

地方債
850

一般財源
714 一般財源

1,227

一般財源
590

地方債
1590

一般財源
1055

防犯灯維持管理事業：７１４万円

防火水槽整備事業：９５０万円

消火栓維持管理事業：６１４万円

非常備消防事業費：２６５万円

消防団員作業衣等購入費：９６２万円

消防関係備品購入事業：２，０２６万円

機械器具維持管理事業：６１９万円

防災関係費：５９０万円

主な施策

○町内の防犯灯を、すべてLED化します。

○老朽化した消防積載車を２台更新します。

（第３支団第３分団、第５支団第１分団に配属予定）

○伊豆沢・長若地区の土砂災害ハザードマップを作成します。
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-２　健康と福祉のまちづくり-

健康づくりと医療

担当：保健課

財源内訳
主な経費
　貸付金　　１，９２０万円

担当：保健課 担当：保健課

主な経費 主な経費
　業務委託料　　　　２８８万円 　健康診断・検査委託料　１，９１９万円
　消耗品　　　　　　１１５万円 　通信運搬費　　　　　　　　　３９万円
財源内訳 財源内訳

　 担当：町立病院

主な経費
　医業費用　　　１４億１，６４７万円
　建設改良費　　　　　３，００８万円

財源内訳

　生涯を通じた、健康づくりの推進を行っていきま
す。今年度は、健康長寿埼玉モデルの実施に伴
い、運動の推進や健康マイレージを実施します。
　また、引き続き熱中症予防や「いつでも健康相
談」を実施します。

　医療費削減を目指し、早期発見・早期治療により
重症化を予防するため、特定健診及びがん検診の
定期的な受診を促します。また、効果的な生活改
善指導も行います。引き続き、小児生活習慣病予
防検診、ピロリ菌検査にも助成します。

　将来医師として、町の指定する医療機関に勤務する方に対して修学資金の貸付を行っていますが、今年
度から、新たに看護師を目指す方も対象にします。将来の医師・看護師の確保に努めます。
貸付限度額　  医師：月額２０万円、看護師：月額５万円

　町立病院は、圏域住民の医療の核となる施設で
あり、包括ケアシステムの拠点施設でもあります。
　今後も定住自立圏の制度を活用しながら、地元
医師会の支援を受け安定した診療体制を築いてい
きます。

２ 健康と福祉のまちづくり

医業収益
117,198

医業外収益
27,265

企業債 1,910

県補助金
248

町補助金8,306

内部留保資金

3,711

一般財源
1,920

国県支出金

143

一般財源
656

国県支出金 26

その他
380

一般財源
1,623

小鹿野中央病院

医学生修学資金等貸付事業：１，９２０万円

健康指導事業：７９９万円 検診事業：２，０２９万円

病院事業：１５億８，６３８万円

主な施策

○看護師を目指している方に、修学資金の貸付を行います。

（町の指定する医療機関に勤務することで、返還を免除します。）

○毎日健康で、生き生きと暮らすために、健康長寿埼玉モデル等を行い、町民の健康

増進と医療費の削減を目指します。
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-２　健康と福祉のまちづくり-

担当：福祉課 担当：福祉課

主な経費 主な経費
　保険給付費　　　　１０億６，８００万円 　広域連合納付金　　２億５，９５６万円
　共同事業拠出金　　　３億８，１０１万円 　事務費　　　　　　　　　　１７３万円
財源内訳 財源内訳

地域福祉の充実

担当：福祉課

主な経費
　補助金　　　　　２，０７８万円
　負担金　　　　　　　　３９万円
財源内訳

高齢者の保健福祉

担当：福祉課 担当：福祉課

主な経費 主な経費
　保険給付費　　　１４億３，５９０万円 　サービス事業費　　２億８，０８７万円
　地域支援事業　　　　　２，６８５万円 　諸支出金　　　　　　　４，０１０万円
財源内訳 財源内訳

　介護保険事業は、給付費が増加しており、保険
事業は大変厳しい運営となっています。今後は要
支援者の自立に向けた取り組みに重点をおき、な
るべく介護サービスに頼らない仕組みを構築し、給
付費の抑制をする必要があります。

　民間事業者の少ない本町においては、町で提供
するサービスは欠かせないものとなっています。
　訪問看護や居宅介護事業、デイサービス事業等
を行っています。

　国民健康保険事業は、大変厳しい財政運営と
なっていますが、町民の約３人に１人が加入してい
る大切な保険であることから、保険事業維持のた
め、毎年、一般会計から多額な繰出をしています。

　７５歳以上の全ての方が加入している保険です。
医療費の増加により一般会計からの繰入金も増加
するので、医療費抑制のため、高齢者の健康づくり
を推進しながら、保険事業を維持します。

　小鹿野町における様々な社会福祉事業を行って
おり、地域福祉を推進している社会福祉協議会に
対して、毎年補助金を交付しています。

保険料等
8,528

町繰入金
17,624

消費税交付金
1,470

一般財源
647

国県支出金
58,570

保険料
25,161

町繰入金
24,653

交付金等
42,109

国県支出金
50,413

国保税
23,402

町繰入金
18,222

交付金等
92,252

その他
5,008

サービス収入
27,146

国民健康保険事業：１８億４，２８９万円 後期高齢者医療事業：２億６，１５２万円

社会福祉協議会補助事業：２，１１７万円

介護保険事業（保険事業）

１５億４９３万円
介護保険事業（サービス事業）

３億２，１５４万円
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-２　健康と福祉のまちづくり-

障害者の自立と社会参加

担当：福祉課

担当：福祉課

主な経費 主な経費
　扶助費　　　３億４，３３０万円 　医療給付費　　　　　４，３０１万円
　負担金　　　　　１，９２７万円 　業務委託料　　　　　　　　６８万円
財源内訳 財源内訳

子育て支援

担当：保健課

主な経費 財源内訳
　健康診断委託料　　　　６０５万円
　検診費　　　　　　　　４７０万円

担当：住民課 担当：住民課

主な経費 主な経費
　報償金　　　　　４００万円 　扶助費　　　３，５４０万円

　委託料　　　　　１５２万円
財源内訳 財源内訳

　0歳から中学生までの医療費を一部無料化しま
す。保護者の負担軽減及び病気の早期発見にもつ
ながります。

　重度心身障害者に対し、
医療の給付に係る一部負
担金等について助成金を支
給し、経済的負担を軽減し
ます。

　安心して子育てができる環境を整備します。育児パッケージやおむつの支給も行います。
　また、男性の不妊治療に対しても助成を行い、経済的負担を軽減します。

　健全な児童の養育と子育て家庭の経済的負担
を軽減するため、第１子及び第２子を出産した方に
は５万円、第３子以上を出産した方には１０万円を
支給します。

　障害のある方が安心して日常生活が送れるよう、
生活介護や就労支援など様々なサポートを行って
いきます。

国県支出

金 26,025

消費税交付金
960

一般財源
9,674

国県支出金
2,150

一般財源
2,222

国県支出金
219

消費税交付金
550

一般財源
858

一般財源
400

国県支出金

397

一般財源
3,297

母子保健事業：１，６２７万円

重度身障害者医療：４，３７２万円

子育て支援金給付事業：４００万円 こども医療費支給事業：３，６９４万円

障害者総合支援事業：３億１，６７３万円

障害者地域生活支援事業：１，７８８万円

障害者等生活支援事業：３，１９８万円

主な施策

○小鹿野版ネウボラ事業により、妊娠から子育てまで一貫した相談・支援体制をつくり、

子育てをサポートします。

○学童クラブを、長若と三田川に新設し、子育て環境をサポートします。

○第１子及び第２子を出産した方には５万円、第３子以上を出産した方には１０万円を

支給し、子育て世帯を支援します。
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-２　健康と福祉のまちづくり-

担当：住民課

主な経費
　賃金　　　　　　７１５万円
　委託料　　　３，８７１万円
財源内訳

担当：住民課 担当：住民課

主な経費
主な経費 　賃金　　　　　　　　　７，８３３万円
　賃金　　　　　　　８１５万円 　民間・管外保育所委託料
　修繕費　　　　　　１１２万円 　　　　　　　　　　１億２，１０８万円
財源内訳 財源内訳

生活の安定と支援

担当：総合政策課

主な経費
　報償費　　　　　６６０万円
財源内訳

　町への転入促進、定住対策に関する制度です。
●「マイホーム取得奨励金」　：　新たに家を取得した方が対象です。
●「定住促進奨励金」　：　小鹿野町に転入し新たに家を取得した方が対象です。
●「家賃助成」　：　新たに民間賃貸住宅に入居した満４５歳以下の方が対象です。
　詳細は総合政策課へお問い合わせください。

　町立保育所の運営費をはじめ、民間や他の市町
立保育所の入所に要する委託関係などの費用で
す。現在、待機児童は0人となっています。

　子育て家庭に対する育児不安等についての相談
指導、子育てサークル等への支援などを行ってい
ます。平成２７年度から、旧三田川幼稚園園舎に
て運営しています。

　町営の両神学童保育と民間委託の学童クラブの運営関係経費です。今年度から、新たに長若地区と
三田川地区に学童クラブが開設されましたので、合計5カ所にて運営しています。

一般財源
660

国県支出金
497

一般財源
960

国県支出金
2,528

消費税交付金
1,000

その他
269

一般財源
1,057

国県支出金

6,637

消費税交付金
1,850

その他
3,628

一般財源
12,937

両神学童保育室

定住促進事業費：６６０万円

子育て支援センター事業：１，４５７万円 保育所事業：２億５，０５２万円

放課後児童対策事業：４，８５４万円

主な施策

○新婚・子育て世帯などの若い世代への家賃助成、マイホーム取得の奨励金など、転入・

定住対策として、対象者に奨励金を交付します。
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-　３　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり-

幼児と学校教育・青少年健全育成

　 担当：学校教育課

主な経費 財源内訳
　賃金　　　　　　９５６万円
　謝礼等　　　　　　８６万円

担当：学校教育課

主な経費 財源内訳
　補助金　　５，１２７万円

担当：学校教育課 担当：学校教育課

主な経費
主な経費 　賃金　　　　　　１，５１７万円
　賃金　　　３，７５９万円 　業務委託料　　　１，１５７万円
　共済費　　　　１９４万円 財源内訳
財源内訳

　今年度からの中学校統合による、スクールバス
路線の再編に伴い、幼稚園バスから小中学校の
スクールバスを一括管理します。

　教育環境の改善を図るため、
生活指導補助員、図書整理
員、ICT支援員などを配置しま
す。

　児童・生徒の学力向上を目指し、平日の放課後や土曜日に補習授業や英語検定・漢字検定の受験講
座、科学講座など、地域の方の協力をいただきながら実施します。

　全ての児童・生徒の給食費の全額及び教材費の一部を無料化し、経済的負担の軽減と子育て環境の
充実を図ります。

３ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

一般財源
3,978

一般財源
1,160

一般財源
3,772

一般財源
5,127

小鹿野未来塾開催事業：１，１６０万円

義務教育支援事業：５，１２７万円

学校教育支援事業：３，９７８万円 スクールバス運行事業：３，７７２万円

主な施策

○児童・生徒の学力向上を図るため、平日の放課後や土曜日に小鹿野未来塾を開催

します。

○すべての児童・生徒の給食費・教材費の一部を無料にし、子育て世帯の負担軽減を

図ります。

○平成２７年度からの継続事業の学校給食センターが、今年度中に完成します。

今まで以上に安全で安心できる給食の提供に努めます。
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-　３　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり-

担当：学校教育課

主な経費 財源内訳
　工事費　　　　４億１，７１９万円
　業務委託料　　　　　　３４２万円

社会教育と文化活動

担当：社会教育課

主な経費
　報償金　　　　１２６万円
　補助金　　　　２６５万円
財源内訳

担当：中央公民館・両神公民館

主な経費 財源内訳
　報償費　　　　　１１５万円
　借上料　　　　　　６５万円

担当：社会教育課

主な経費 財源内訳
　備品購入費　　　１２０万円
　補助金　　　　　　９９万円

　町にある１３７件の指定文化財の管理を行います。「犬木の不整合」への駐車場と案内看板を整備しま
す。また、宇賀神社の屋根の改修に助成します。

　魅力ある講座を企画します。今年度は「結婚力アップスクール」や「ときめき生活推進大学」などのほか、
時宜にかなった講座を開催します。

　小鹿野歌舞伎は、町の顔として広く知れ渡り、小鹿野町を代表する伝統芸能となっています。
　今年度も郷土芸能祭を開催すると共に、歌舞伎の衣装や、かつら、公演に係る補助金などを計上しまし
た。

　平成27年度から継続事業として工事を行っており、今年度の完成に向けて、工事を進めています。

国県支出金
4,971

地方債
34,700

一般財源
2,616

その他
10

一般財源
664

一般財源
564

一般財源
212

犬木の不整合

学校給食センター建設事業：４億２，２８７万円

指定文化財管理事業：６７４万円

各種講座開催事業：２１２万円

歌舞伎のまちづくり事業：５６４万円

主な施策

○国指定の天然記念物に指定された「犬木の不整合」への案内看板と駐車場の整備

をします。

○「結婚力アップスクール」を開催し、婚活に向けての活動を応援します。

○町に関する文学・歴史・文化・自然等について、再認識していただく講座「ときめき推

進大学」を開催します。
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-　３　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり-

スポーツ・レクリエーション

担当：社会教育課

担当：社会教育課

主な経費

　開催補助金　　　　２９７万円

財源内訳
主な経費
　工事費　　　　　８３０万円
　備品購入費　　　３５９万円
財源内訳

担当：社会教育課

主な経費
　工事費　　　　２億５，８０５万円
　備品購入費　　　　１，００６万円
財源内訳

　人権尊重

担当：総務課、学校教育課、社会教育課

主な経費 財源内訳
　報償費　　　　　４１万円
　負担金　　　　　４８万円

　年齢・性別・国籍など様々な人権問題の解消を
図り、一人ひとりの人権を尊重し、温かい共生社会
の実現を目指します。

　参加者は年々増加しており、昨年は1,５00人を
超える方に参加していただきました。今後も事故の
ないよう、安全な大会運営に努めます。 　各運動場の施設の管理を行います。

　今年度は、間明平グラウンドの石垣改修、総合
運動公園野球場のトイレの改修等を行い、利用し
やすい環境整備をします。

　平成２７年度からの継続事業で、新たな柔剣道場と弓道場を併せた武道場を総合運動公園内に建設し
ています。

一般財源
297

国県支出金

4,041

地方債
20,600

一般財源
2,722

その他
257

一般財源
1,955

一般財源
179

ロードレース大会開催事業：２９７万円

町営武道場建設事業：２億７，３６３万円

人権推進事業：１７９万円

町営運動場維持管理事業：８０９万円

総合運動公園維持管理事業：１，４０３万円

主な施策

○柔道・剣道・弓道場の３つの機能を併せもつ武道場を、平成２８年度のオープンに向け

て建設中です。
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-４　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

農林業の振興

担当：産業振興課

主な経費
　個体調査委託料　　４２０万円
　補助金　　　　　　４３８万円
財源内訳

担当：産業振興課

主な経費 財源内訳
　補助金　　　　８５０万円
　工事費　　　　３００万円

担当：産業振興課

担当：産業振興課

主な経費
　工事費　　　　　５６７万円
財源内訳

主な経費
　交付金　　　６７３万円
財源内訳

　地域の集会所等にも利用されている生活改善セ
ンターですが、老朽化が著しい、上郷と長留の改善
センターの改修を行います。

　野生動物による農作物への被害は年々増加しています。今年度も、免許更新・登録等の補助を実施し、
駆除の主力である猟友会の負担軽減を図ります。また、個人で設置する防護柵等にも助成します。

　新規就農者等を対象に必要資材の一部を補助します。今年度は、研修用のハウスを建設します。また、
青年就農者の就農後の定着を図るため、就農前の研修期間及び経営が不安定な就農直後の所得を確保
する給付金を給付します。
  

　農業・農村は、国土の保全や自然環境の保全、
文化の伝承等様々な多面的機能を持っています。
これらを守るため、農地・農業用水路等の保全管
理活動及び農業生産の維持に対して、地域ぐるみ
で行っている活動を支援します。

４ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり

国県支出金
527

一般財源
232

国県支出金
300

一般財源
850

一般財源
635

国県支出金
420

一般財源
792 捕獲された

イノシシ

生活改善センター維持管理事業：６３５万円中山間地域等直接支払事業：４９０万円

多面的機能支払制度事業：２６９万円

有害鳥獣駆除事業：１，２１２万円

新規就農者育成事業：８５０万円、青年就農給付金事業：３００万円

主な施策

○有害鳥獣の駆除に対して、狩猟免許の登録等に係る費用、電気柵や防護柵等に係る

費用を助成します。

○新規就農者を対象に、研修用ハウスを建設します。また、出荷等を目的としている新

規就農者、規模拡大者及び新規作物導入者を対象に必要資材の一部を助成します。
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-４　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

商工業の振興

担当：産業振興課 担当：おもてなし課

主な経費 主な経費
　補助金　　２５０万円 　補助金　　　　　　　３１２万円
　報償金　　　２１万円 　貸付金　　　　　１，３００万円
財源内訳 財源内訳

担当：産業振興課

主な経費 財源内訳
　補助金　１，０００万円

観光の振興

担当：おもてなし課

主な経費 財源内訳
　補助金　　　２，４１３万円

　委託料　　　　　３００万円

　町内経済の活性化や住環境の向上や定住促進の推進を目的に、住宅リフォーム資金の一部助成を行い
ます。

　地域住民の発案・努力による観光振興事業とイルミネーション事業を継続して行います。今年度は、市街
地の入口でもある役場前の観光案内所にもイルミネーションを施します。
　また、「ようばけ」の国指定天然記念物の指定を記念して、プロジェクションマッピングを用いたイベントを開
催すると共に、観光協会にも補助することにより、地域の魅力発信をしていきます。

　企業誘致の推進と併せて、町内企業を応援する
ため、規模を拡大したり新規に雇用を行う町内企
業に対して助成金を交付します。

　町内の中小企業が、設備投資などのため資金を
借り入れた場合に、その利子を補給し、事業主の負
担軽減に努めます。

主な施策

○地域等が主体となって、観光振興等事業を実施する

団体に助成します。

○国指定天然記念物に指定された「ようばけ」において、

プロジェクションマッピングを用いた記念イベントを開催

します。

○おがの化石館の空調と浄化槽の改修工事をします。

一般財源
289

一般財源
1,000

その他
1,300

一般財源
312

一般財源
3,244

中小企業資金対策事業：１，６１２万円工業導入対策事業：２８９万円

住宅リフォーム助成事業：１，０００万円

観光振興事業：３，２４４万円

ようばけ

主な施策

○規模拡大や新規雇用など、経営革新計画を作成した団体へ助成します。

○住宅リフォームの資金を助成します。（上限１０万円）
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-４　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

担当：おもてなし課

主な経費
　施設管理委託料　　２７７万円
　工事費　　　　　　４６０万円
財源内訳

担当：おもてなし課 担当：おもてなし課

主な経費 主な経費
　振興公社委託料　　　１，５７２万円 　振興公社委託料　　３，６０５万円
　修繕費　　　　　　　　　　４１万円 　修繕費　　　　　　１，０３６万円
財源内訳 財源内訳

担当：産業振興課

主な経費 財源内訳
　工事費　　　５００万円
　修繕費　　　　３０万円

担当：おもてなし課

主な経費
　振興公社委託料　　　９１４万円
　修繕費　　　　　　　４６５万円
財源内訳

　ミューズパーク内で運転しているスカイトレインとレンタルサイクルの貸出に係
る費用です。今年度は、利用者の安全確保のため、スカイトレインの客車の修
繕を行います。

　「ようばけ」が一望できる化石館は最高のロケーションとなります。今年度は、空調及び浄化槽の改修工事
を実施します。

　尾ノ内自然ふれあい館は、「尾ノ内百景氷柱」として冬場の観光拠点施設となっています。今年度は、
ふれあい館前を舗装します。

　道の駅両神温泉薬師の湯は、町民はもとより多く
の観光客にも利用いただいております。今年度は受
水槽の修繕を行います。

　道の駅両神温泉薬師の湯の同一敷地内にある
資源活用センターは、そばやうどん打ち体験などが
できる施設です。食事のみ利用も可能となっていま
す。

その他
1,330

一般財源
622

その他
1,480

一般財源
841

その他
123

一般財源
1,168

一般財源
633

その他
5,532

一般財源
2,888

尾ノ内ふれあい館

温泉館施設管理事業：８，４２０万円資源活用センター運営事業：２，３２１万円

スカイトレイン事業：７９１万円、サイクリングセンター事業：１，１６１万円

尾ノ内体験交流施設運営事業：６３３万円

おがの化石館運営事業：１，２９１万円

スカイトレイン

化石館
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-４　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

担当：産業振興課、おもてなし課

主な経費

　振興公社委託料　　１，５３９万円

　工事費　　　　　　　　２８０万円
財源内訳

　 担当：おもてなし課

主な経費
　振興公社委託料　　　９，１８０万円

　建設改良費　　　　　７，０００万円
財源内訳

その他

　 担当：総務課

主な経費
　補助金　　　１５０万円
財源内訳

　 担当：総務課

主な経費 財源内訳

　補助金　　２５０万円

（財）自治振興センターの事業を活用し、行政区から要望のあった物品を整備します。今年度は、長若５区
へ神楽衣装等の購入費を助成します。

　地域の活力を高めるため、地域のやる気やアイデアを募集し、その団体に対して助成します。

　町で運営している直売所は、両神・長尾根・西秩父農林産物直売所の3カ所があります。今年度は、両
神・長尾根直売所のエアコン改修等を行います。

　国民宿舎は町の観光の拠点施設となっており、四季折々大勢の方にご利用いただいておりますが、施設
も老朽化してきています。今年度は、ボイラーの改修とエレベーターの改修を行います。

事業収益
23,438

企業債
5,500

町補助金
2,000

その他
1,162

一般財源
1,036 両神直売所

国民宿舎

長尾根直売所

露天風呂

一般財源
152

その他
250

一般財源
1

コミュニティ自治宝くじ助成事業：２５１万円

コミュニティ活動推進事業：１５２万円

国民宿舎事業：３億９３８万円

農林産物直売所管理事業：２，１９８万円
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-資料編-

１．平成35年度までの措置として、東日本大震災からの復興を目指し、個人住民税に500円加算した分、

　　合計290万円は、款8消防費・項1消防費・目4防災費へ充当します。

２．消費税率改定に伴う地方消費税交付金の増加額83,000千円は、「地方消費税交付金（社会保障

　　財源化分）が充てられる社会保障4経費その他社会保障施策に要する経費」により充当します。

３．入湯税は、環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設・消防施設その他消防活動に必要な施設整備・

　　観光の振興に要する費用に充てるために課税されているものです。平成28年度分の6,020千円は、

　　款6商工費・項1商工費・目3観光費へ充当します。

【歳入】　地方消費税交付金（社会保障財源化分） 千円

【歳出】　社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 千円

国県支出金 地方債 その他

社会保障
財源分の
地方消費
税交付金

その他

社会福祉事業
（社会福祉総務費）

201,720 2,972 0 10 14,700 184,038

障害者福祉事業
（障害者福祉費）

411,320 281,748 0 0 9,600 119,972

老人福祉事業
（老人福祉費）

149,792 2,203 0 50,839 7,100 89,650

児童福祉事業
（児童福祉費）

676,954 252,361 0 40,274 28,500 355,819

小 計 1,439,786 539,284 0 91,123 59,900 749,479

国民健康保険事業
（繰出金）

182,224 20,417 0 0 12,500 149,307

小 計 182,224 20,417 0 0 12,500 149,307

保健衛生事業
（保健衛生総務費）

78,751 3,494 0 10 5,500 69,747

保健予防事業
（予防費）

76,119 2,748 0 3,797 5,100 64,474

小 計 154,870 6,242 0 3,807 10,600 134,221

1,776,880 565,943 0 94,930 83,000 1,033,007合計

平成28年度当初予算地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる
社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費

83,000

1,776,880

（単位：千円）

事業区分 経費

財 源 内 訳 一般財源

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

１ 使途の明確化が必要な財源の充当
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-資料編-

平成24年度 平成25年度 平成26年度 判断基準
０．３５ ０．３５ ０．３５ 高い方が良い
７９．７ ８０．３ ８２．５ 低い方が良い
１２．４ １１．５ １０．１ 低い方が良い
４１．０ ３２．９ ３４．３ 低い方が良い

※用語解説
財 政 力 指 数

経 常 収 支 比 率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

基金

区　　　分

標準的に係る経費に対する自主的な収入割合で、指数が高いほど財源に余裕があること
になります。いわゆる交付税不交付団体は、この数値が1.0を超えている団体です。

財政構造の弾力性を判断する比率で、指数が低いほど弾力性があることになります。

標準的な財政規模に占める元利償還金等（公営企業会計に対する繰出金のうち公債費に
当たるものも含みます。）の割合で、18％を超えると地方債の発行に許可が必要となり
ます。

一般会計等が将来負担すべき債務（公営企業会計・一部事務組合等・地方公社・第三セ
クター等の分を含む）が標準財政規模の何倍あるかを示しています。

将来負担比率　　　　　　（％）
実質公債費比率　　　　　（％）
経常収支比率　　　　　　（％）
財政力指数（3カ年平均）

２ 財政指標

３ 一般会計当初予算の推移

6,135 

6,410 

6,322 

6,641 

7,830 

7,180 

7,284 

5,000

6,000

7,000

8,000

Ｈ22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（単位：百万円）

1,967 

1,996 

2,034 

2,169 
2,317 

2,533 

2,585 

2,567 

2,552 

2,548 

2,655 

1,500

2,000

2,500

3,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（単位：百万円）

４ 普通交付税の推移

５ 基金（貯金）残高の推移

7,418 

7,331 

7,102 

6,991 

6,737 

6,627 

6,664 

6,495 

6,315 

6,688 

6,969 

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（単位：百万円）

６ 地方債（借金）残高の推移

851 

1,028 1,377 

1,531 
1,695 

2,009 

2,158 

2,361 2,394 

2,280 

2,494 

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（単位：百万円）

(※H27は見込額)(※H27は見込額)
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-資料編-

総務課 町長秘書、人事・給与等職員管理、選挙、管財、文書管理及び法制執務、
７５－１２２５ 行政区・コミュニティ、人権、広聴広報、統計、危機管理、消防・防災など
総合政策課 企画調整、各種計画策定、行政改革、地域振興、交通政策、予算編成、
７５－４１９７ 起債管理、入札・契約、情報政策、情報公開・個人情報保護など
税務課 住民税・固定資産税などの町税及び国民健康保険税の税額の決定と徴収
７５－４１２５ 税務証明の発行など
住民課 戸籍、住民登録・証明、印鑑登録・証明、国民年金、児童手当、子ども医療、
７５－４１７０ 保育所、環境保全・埋土許可、防犯、交通安全など
技監 工事検査など
７５－４１９６

会計課 支出負担行為の確認、収入・支払いに関すること、預金・基金の運用、
７５－４１３６ 決算の調整など
議会事務局 議会事務、議会運営など
７５－４１９９

おもてなし課 観光振興、商業、消費生活、観光協会、振興公社、町営バス、両神庁舎管理、
７９－１１００ 両神庁舎の住民・税・会計窓口など
産業振興課 工業、企業誘致、農業・農道、林業・森林管理道、農業委員会、農業者年金、
７９－１１０１ 自然エネルギーなど
建設課 町道新設改良、建築工事の設計・監督、地籍調査、町営住宅管理、登記、
７９－１２０４ 都市計画など

福祉課 民生委員、社会福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、国民健康保険（税以外）、
７５－４４２１ 後期高齢者医療、介護保険など
保健課 健康増進・健康管理、保健指導、母子保健、予防接種、いきいき館、
７５－０１３５ 在宅介護など

町立病院 総合診療科(内科・外科)、整形外科、婦人科、耳鼻咽喉科、眼科、心療内科、
７５－２３３２ 精神科、リハビリテーション科

衛生課 し尿・浄化槽汚泥等の処理、浄化槽の設置・管理・保守・点検・清掃、
７５－０３５２ し尿・浄化槽汚泥等の収集運搬など

社会教育課 生涯教育、青少年健全育成、芸術文化振興、文化財保護、スポーツ振興、
７５－００６３ 各体育施設の管理など
中央公民館 小鹿野文化センターの管理運営、文化活動の推進、各種講座、
７５－００６３ その他公民館事業など

学校教育課 教育委員会総務事務、学校教育事務、小中学校校舎・園舎維持管理、
７９－１２０１ 小中・幼児教育など
両神公民館 両神ふるさと総合会館管理運営、文化活動の推進、各種講座、
７９－１３１１ その他公民館事業など
町立図書館 図書館の管理運営、小鹿野分室の管理、資料の収集、貸し出しなど
７９－０１５０

小鹿野庁舎 【小鹿野町小鹿野89番地】

両神庁舎 【小鹿野町両神薄2906番地】

保健福祉センター 【小鹿野町小鹿野300番地】

町立病院 【小鹿野町小鹿野300番地】

衛生センター 【小鹿野町伊豆沢10番地】

小鹿野文化センター 【小鹿野町小鹿野167番地1】

両神ふるさと総合会館 【小鹿野町両神薄2713番地1】

７ 小鹿野町役場・担当一覧

21


